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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、普遍文法に対する原理とパラメータのアプローチに

もとづいて、wh 句と痕跡位置とが 1対 2で対応するという特殊性を示す、寄生空所を含む文の

派生を明らかにすることである。英語、日本語、中国語を含む複数言語からの資料を収集しな

がら調査した結果、要素の摘出領域の形成の仕方が寄生空所の利用可能性に影響を及ぼしてい

ることが明らかとなり、この現象を説明するために本研究では、要素の摘出を許さないと従来

考えられていた領域においてもそれが許される場合があり、それが寄生空所を形成していると

いう分析を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：The goal of this research is to find out how the parasitic gap 
sentences, which show a peculiar correspondence between one wh phrase and two trace 
positions, are derived under “the Principles and Parameters Approach to Universal 
Grammar.” Collecting data from multiple languages (including English, Japanese, and 
Chinese), the research shows that the domain wh elements are extracted from is affecting 
the availability of parasitic gaps. Given the result, the analysis is proposed that 
parasitic gaps are generated within the island only when the extraction out of it is 
possible. 
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１．研究開始当初の背景 

寄生空所を含む文は、以下に例示されるよ
うに、「移動に従うのは wh句 1つだけなのに、

それに対応するような空所（“_”で表示）が
2 つある」という 1 対 2 の特殊性を示しいて
いる。 
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Which article did John file _ [without 
reading _ ]? 
 
2 つ目の空所は、[ ]でくくられた without 句
内の不可詞島（the adjunct island）に埋め
込まれているため、通常の wh 移動によって
wh 句と結びついているとは考えにくい。しか
し、それにもかかわらず、このような空所は
wh 移動のような、いわゆる Aバー移動が顕在
的な（overt）ときにのみ観察されることか
ら、他の移動に「寄生的に」生起していると
言える。したがって、このような寄生空所の
特異な性質を明らかにすることで、「ある要
素が発音される位置とは異なる位置で解釈
される」という、人間言語の基本的特性であ
る転位現象（the displacement property）
の本質を際立たせることが期待できる。 

こうした空所がどのように「寄生する」の
かについて、2 つの説明が考えられる。1 つ
は、この特殊性を解消するために空演算子の
移動を不可詞節内に仮定するアプローチで
あり（Chomsky 1986, Nissenbaum 2000）、も
う 1つは、移動のコピー理論（Chomsky 1993）
の仮定を駆使して、この特殊性を原理的に認
めてしまうやり方である（Nunes 2004）。い
ずれにしても、寄生空所が言語機能の仕組み
から原理的に導かれるとすると、英語以外で
も観察できることが予測されるため、いずれ
のアプローチがよりふさわしいかを見極め
るのに、英語とほかの言語を比較することが
有用である。 

そこで問題となるのが、日本語や中国語な
どのいわゆる wh 元位置（wh-in-situ）言語
である。wh 移動が非顕在的だという限りでは、
日本語や中国語において寄生空所は観察さ
れないはずだが、「日本語にも顕在的な wh 移
動が関わっている」という提案（Watanabe 
1992, Hagstrom 1998）や、「中国語でも、wh
移動以外の顕在的 Aバー移動によって認可さ
れる寄生空所がある」という観察（Lin 2005）
が提出されており、寄生空所現象に関してこ
れらの言語も無視できないことを示唆して
いる。さらに、「日本語の寄生空所とおぼし
きものは名詞句削除の現れである」という可
能性の指摘（Takahashi 2006）もあり、英語
との対比において日本語と中国語は wh 移動
の非顕在性と名詞句削除の利用可能性で共
通しているにもかかわらず、寄生空所の振舞
いについてだけ異なっている、という奇妙な
図式が残っている。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、普遍文法に対する原理とパラメ

ータのアプローチ（Chomsky 1981）にもとづ

いて、比較統語論の観点から、wh 疑問文の特
殊な現象である寄生空所（parasitic gaps）
を含む文の派生を明らかにすることで、ヒト
という種に固有の言語機能（the language 
faculty）の性質を解明しようとすることを
目的としたものである。 
 
 
 
３．研究の方法 
以下に挙げる各段階について、必要に応じて
その複数の方法を組み合わせながら、理論的
枠組みの進展に貢献することを目指した。 
 
①� 研究対象とする各言語についての研究に

関する資料を収集し、研究の進展状況を
再確認するとともに、先行研究を批判的
に検討し、この現象の理論的意義、およ
び説明のための理論的枠組みの確認、お
よび仮説の構築を行う。 
 

②� 英語、日本語、中国語における言語事実
の調査を行う。本研究は、3言語の比較
を行うことで、多角的に言語機能の諸側
面を浮き彫りにすることを目指している。
そのための資料として、各言語の文献か
ら、関連する言語現象の調査を行う。ま
た、当該言語の母語話者の協力を得て、
母語話者の判断に基づく資料の収集を行
う。 

 
③� ①、②をもとに言語機能の理論的枠組み

と仮説の再検討を行い、従来のモデルや
知見において修正すべきところや新たに
加えるべきところを明確にまとめる。 

 

④� ③の結果を受けて、言語獲得、言語類型
論、言語の脳科学、および言語の系統発
生（進化）の諸研究に対して示唆すると
ころを明らかにし、今後の研究に向けた
課題を検討する。 

 
 
 
４．研究成果 

本研究の主な成果は、以下のようにまとめ

られる。この成果は国内外の学会において発

表され、論文として出版された。 

 

英語において、寄生空所の生じる構造

的位置（「島」と呼ばれる摘出領域の種類

, Ross 1967）によって、線的概念に言及

する必要があるように思われる現象が英

語で見られることがわかった（Munn 1994

）。以下の寄生空所を含む文におけるa.

とb.との対比は、wh句に含まれる再帰代



 

 

名詞が、2つの痕跡位置のうち主節内の痕

跡位置で解釈される必要があることを意

味している。 

 

a. *Which book about herself does 

John like _ [before Mary read _ ]? 

b. Which book about himself does John 

like _ [before Mary read _ ]? 

 

これに対して主語内に寄生空所を含むc.

の場合、再帰代名詞は主語内の寄生空所

位置で解釈される必要がある。 

 

c. Which picture of himself did 

[every boy who saw _ ] say Mary 

liked _ ? 

 

この現象について、線的概念に言及せず

に構造的概念のみに基づいた分析の可能

性を探ったところ、寄生空所が生成され

るのは島と呼ばれる摘出領域であるとい

う事実、および、その摘出領域には下位

区分があるという事実（Stepanov 2007

）と関係づけられることがわかった。 

その結果、線的概念を音声部門の問題

に収斂しようとする関連分野における近

年の研究動向に沿う枠組みを保持し、再

帰代名詞の解釈がかかわる意味解釈部門

においてあえて線的概念を導入する必要

はないという結論を導くことができた。 

このような調査の結果、英語にはない

名詞句削除を許す中国語や、名詞句削除

を許すだけでなく、語順も英語とは異な

る日本語においても、構造的なレベルに

おいて寄生空所が認可されるはずだとい

う理論的予測を立てることができた。こ

の検証にはさらなる研究が必要だが、以

下の日本語の例に見られるように

(Takahashi 2006)、それが正しい方向性

を示していると考える根拠がある。 

 

d. [太郎が _ 捨てたと聞いた人が]花

子に _ 取っておくように命じたの

は、[自分のどんな写真を]ですか？ 

 

これらのことが明らかになると、表面

的には異なる言語現象を個別言語間で示

していたとしても、その根底には共通性

が見られるという点で、言語機能がヒト

という種に固有であるという主張を支持

するものとして意義深い。 
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